
手　引　き　書

対応テーマ
 ：Ｗｅｂページのデザインと情報発信のルール

教材ＮＯ
　：３－２　

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者

ねらいと効果


  この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。

  Ｗｅｂページのデザインについて､実際に文字や画像の位置調整、水平線や色の追加等を行い、どのようなＷｅｂページが見栄えがして判りやすいのかを理解できます。

  また、Ｗｅｂページで情報発信する際､気をつけなければならない事について、先生や生徒間でのディスカッションを通じて理解できます。
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学習の項目
学習項目は次の順番になっております。

２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は７段階に分かれています。
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教材の流れ


３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
3．1 サーバーマシン

　　　　（１）Webサーバーを立ち上げる。

（２）「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\3-2.bat」を実行する。

3．2 サーバーマシン（教師用画面の実行）
（１）Ｗｅｂサーバを立ち上げる。
（２）「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\3-2teacher.bat」

を実行する。

（３）起動したプログラムの[サーバ]をクリックします。

（４）起動時、[なし]が選択されているので、[アクティブ]をクリックします。

3．3 クライアントマシン

（1） OSを立ち上げる。

（2） Ｗｅｂブラウザ（Internet Explorer）を立ち上げる。

（3） 「アドレス」に「（サーバマシンのIPアドレス）/ipa/」を指定し、Enterキーを押す。

（4） 教材リストの「Ｗｅｂページのデザインと情報発信のルール」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”をクリックする。
４．教材の活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方
  この教材は、Ｗｅｂページのデザインと情報発信のルールを理解するため、１時限（５０分）の授業で活用できるようになっています。


  この教材では、Ｗｅｂページのデザインについて､実際にデザインを作成／修正しながら理解する内容になっています。また、作成したＷｅｂページを使って情報発信する際、そこには一定のルールがあることを理解し､どのような行動を取れば良いか考える内容になっています。


  この教材を活用する前に教材３－１を使って、Ｗｅｂページの構造と表示の仕掛けを理解していると、この教材を理解しやすくなっています。

時間配分
  この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
Ｗｅｂページを使って情報発信する場合、どのようなデザインが良いか、また、そのときに守るルールについて説明する。
５分

２．マルチメディア教材活用
(1)Ｗｅｂページのデザイン
作成したＷｅｂページについて､文字・画像の位置調整／文字のサイズ・強調の調整／色の調整／等のデザインを実際に行い、情報発信に適したデザインについて理解する。
２０分


(2)情報発信のルール
Ｗｅｂページで情報発信する場合にどのような事に気をつければよいか、教材内に示される失敗例を見てディスカッションしてもらい、情報発信のルールについてを理解してもらう。
２０分

３．まとめ
Ｗｅｂページのデザインと情報発信のルールについてまとめる。
５分

　　　　　　　　　　

５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方
画面遷移
画面操作と解説
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画面ＮＯ.０

　タイトル画面


· ［Ｗｅｂページのデザイン方法］をクリックすると､Ｗｅｂページのデザイン方法について学習できます。［画面ＮＯ．１］

· ［情報発信のルール］をクリックすると､情報発信のルールについて学習できます。［画面ＮＯ．５］

· ［要点］をクリックすると、本教材の要点について確認できます。
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画面ＮＯ.１

文字や画像の位置調整と横線作成


· 文字の位置調整を行う行、または位置調整する画像を［こんなページができます］欄から選択して［左に］、［中央に］、［右に］ボタンをクリックして移動します。

· 横線を挿入する行を［こんなページができます］欄から選択して、［挿入］ボタンをクリックします。

· 文字や画像の位置調整および横線を挿入すると､［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄に、表現に必要なＨＴＭＬタグが追加されます。

· ［こんなページができます］欄内で削除する行や横線、画像を選択して、［削除］ボタンをクリックすると､削除できます。

· 文字の位置調整と横線を設定終了後、［>］ボタンをクリックすると、文字の大きさと強調設定に進みます。［画面ＮＯ.２］

· ［ファイルを開く］ボタンをクリックすると､教材＃３－１、または＃３－２で保存したＷｅｂページを読み込む事が出来ます。

· ［Ｗｅｂページの記述教材へ］ボタンをクリックすると､教材＃３－１の「Ｗｅｂページの記述方法」に移動します。

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

［解説］

· ［左］ボタンで左揃え、［中央］ボタンで中央揃え、［右］ボタンで右揃えを行います。

· 横線は、選択した行の下に表示されます。

· ［こんなページができます］欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。

· ［Ｗｅｂページの記述教材へ］ボタンをクリックする際、編集中のＷｅｂページは消去されます。Ｗｅｂページとして保存画面（画面ＮＯ．４）で保存してからクリックしましょう。
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画面ＮＯ.２

文字の大きさと強調設定


· 文字の大きさ調整を行う行を［こんなページができます］欄から選択して［大きく］または［小さく］ボタンをクリックして変更します。

· 文字の属性調整を行う行を［こんなページができます］欄から選択して［強い強調］または［強調］ボタンをクリックして変更します。

· 文字の大きさ調整、属性調整を行うと［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄に、表現に必要なＨＴＭＬタグが追加されます。

· ［こんなページができます］欄内で文字の属性調整を解除する行を選択して、［強い強調を解除］または［強調を解除］ボタンをクリックすると､解除できます。

· 文字の位置調整と横線を設定終了後、［>］ボタンをクリックすると、色の調整に進みます。［画面ＮＯ.３］

· ［<］ボタンをクリックすると、文字の位置調整と横線作成の設定に戻ります。［画面ＮＯ.１］

· ［こんなページができます］欄内で削除する行や画像、横線を選択して、［削除］ボタンをクリックすると､削除できます。

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

［解説］
· ［こんなページができます］欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。
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画面ＮＯ.３

色の調整


· 色の調整を行う種類を［背景］［文字］から選択します。

· ［文字］の場合､変更する行を選択します。

· 変更する色を選択して明暗を［薄く］［濃く］で調整します。調整後の色具合が表示されるので、［ＯＫ］ボタンで選択します。

· ［背景］［文字］の色の調整を行うと､［そのＨＴＭＬソースはこうなります］の欄に、表現に必要なＨＴＭＬタグが追加されます。

· ［こんなページができます］欄内で削除する行や横線を選択して、［削除］ボタンをクリックすると､削除できます。

· ［<］ボタンをクリックすると、文字の大きさと強調設定に戻ります。［画面ＮＯ.２］

· ［保存］ボタンをクリックすると､保存画面に進みます。［画面ＮＯ．４］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· 画面下部の［タイトル］ボタンをクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

［解説］
· ［こんなページができます］欄には作成しているＷｅｂページをブラウザで見たときの画面が表示されます。

· ［そのＨＴＭＬソースはこうなります］欄には作成しているＷｅｂページのＨＴＭＬタグが表示されます。



画面遷移
画面操作と解説
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画面ＮＯ.４

Ｗｅｂページとして保存


· 作成したＷｅｂページをファイルに保存する際の、クラスとファイル名を設定して［ＯＫ］ボタンをクリックするとＨＴＭＬファイルとして保存できます。

· ［ＯＫ］ボタン、または［キャンセル］ボタンをクリックすると、色の調整画面に戻ります。［画面ＮＯ．３］
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画面ＮＯ.５

情報発信についての質問


· インターネットについての質問を行います。

· [何をやってもいいと思う]の場合、情報発信についての回答（何をやってもいいと思う）画面に進みます。[画面ＮＯ.５－１]

· [何をやってもいいとは思わない]の場合、情報発信についての回答（何をやってもいいとは思わない）画面に進みます。[画面ＮＯ.５－２]

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［タイトル］をクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

［解説］
· 主旨としては「インターネットとは仮想空間などではなく、ネットワークの向こう側には現実の『人』がいる」ということです。

· この質問は、おそらく口にはしないものの、皆が無意識に思っていることだと思います。それに対して、教材では「違う」と答えています。
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画面ＮＯ.５－１

情報発信についての回答

（何をやってもいいと思う）


· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［タイトル］をクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· ［<］ボタンをクリックすると、情報発信についての質問に戻ります。［画面ＮＯ.５］

［解説］
· ネットワーク上ではなんでもして良い、という答えに対して、はい、と答えてしまいました。先には進めないので､戻りましょう。
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画面ＮＯ.５－２

情報発信についての回答

（何をやってもいいとは思わない）


· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［タイトル］をクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· ［>］ボタンをクリックすると、実例の選択画面に進みます。［画面ＮＯ.６］

· ［<］ボタンをクリックすると、情報発信についての質問に戻ります。［画面ＮＯ.５］

［解説］
· ネットワーク上ではなんでもして良い、という答えに対して、正しく答えられました。先に進みましょう。
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画面ＮＯ.６

実例の選択


· それぞれの題をクリックすると､インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例に進みます。［画面ＮＯ.６－１～６］

· 画面下部の［解説］をクリックすると､本教材で使われる専門的な用語についての解説が表示されます。

· ［タイトル］をクリックすると、タイトル画面に戻ります。［画面ＮＯ．０］

· ［<］ボタンをクリックすると、情報発信についての回答（いいえ）に戻ります。［画面ＮＯ.５－２］

［解説］
· インターネット上で情報発信を行う際におこった６種類の失敗例を選択できます。

· 表題と、その内容はカスタマイズ可能です。
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画面ＮＯ.６－１

実例の表示

（プロフィール公開）


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例が表示されます。

· ［掲示板］をクリックすると､この失敗について「何が問題だったか」「どうすれば良かったか」を掲示板に書き込むことができます。

［解説］
· 現実の社会では見知らぬ他人、それも複数の人達に履歴書は渡しません。では、インターネット上ではどうか？というのが主旨です。

· 結果として､インターネット上でも現実社会と同じく、情報流出は危険な行為であるとわかるはずです。

· ただし、現実社会にも「出会い」系雑誌があるなど、プロフィールを公開する場があることも事実なので、頭ごなしに「だめ」というのは避けた方が良いと思います。
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画面ＮＯ.６－２

実例の表示

（ホームページ間のリンク）


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例が表示されます。

· ［掲示板］をクリックすると､この失敗について「何が問題だったか」「どうすれば良かったか」を掲示板に書き込むことができます。

［解説］
· 本来、Ｗｅｂページ間のリンクは、WWWの意味からも自由、とも言えます。現にインターネット黎明期ではこの意見が主流でした。

· しかし現在では、やはり当事者間での確認が必要、というのがネットワーク上の不文律となっているようです。

· 確認の際、「自分の趣味にあったＷｅｂページじゃない」「自分のＷｅｂページを、特に不特定多数に見せるつもりはない」など、断られることもあるかもしれません。が、ともかく、「自分」を押し付けるのは現実社会でもネットワーク社会でも厳禁といえるでしょう。たとえ良かれと思ったことでもです。
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画面ＮＯ.６－３

実例の表示

（チェーンメール）


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例が表示されます。

· ［掲示板］をクリックすると､この失敗について「何が問題だったか」「どうすれば良かったか」を掲示板に書き込むことができます。

［解説］
· 普通の手紙でも送られてくる迷惑な情報についてです。

· ウイルスの情報を送ってきたユーザは、善意で行ったのかもしれません。しかし、世の中悪意よりも善意による失敗の方が被害が大きいものです。

· チェーンメールは口コミ情報と同じです。情報元がはっきりとしたものを、メールではなくＷｅｂページ上に発表すれば、危険度を減らせます。

· もちろん、「～で儲かる」等、ねずみ講メールはしっかりと無視すること。現実社会と同じく犯罪行為です。
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画面ＮＯ.６－４

実例の表示

（表示に時間のかかるＷｅｂページ）


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例が表示されます。

· ［掲示板］をクリックすると､この失敗について「何が問題だったか」「どうすれば良かったか」を掲示板に書き込むことができます。

［解説］
· 現在の電話線を使うインターネットでは､一度に転送できる情報量は限られています。不必要な情報は入れないようにしましょう。

· 特にＷｅｂページの最初に表示するページは情報量（CGや音声などは情報量が大きくなりがちです）を少なくするよう、心がけましょう。

· ＣＧは減色・圧縮しましょう。特に大きいＣＧを見せたい場合は直接リンクせず、小さな見本的なＣＧを用意し、そこから大きなＣＧを張ったＷｅｂページにハイパーリンクさせると良いでしょう。

· また、自分のPC上だけでチェックせず、インターネット上でもチェックすると良いでしょう。
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画面ＮＯ.６－５

実例の表示

（著作権）


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例が表示されます。

· ［掲示板］をクリックすると､この失敗について「何が問題だったか」「どうすれば良かったか」を掲示板に書き込むことができます。

［解説］
· 有料／無料に関わらず､他人が作った音楽を無許可でＷｅｂページに載せてはいけません。もちろん、写真集の写真や本の内容等も同様です。

· 全ての制作物に著作権が生じるのは現実社会と同じです。
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画面ＮＯ.６－６

実例の表示

（文字）


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例が表示されます。

· ［掲示板］をクリックすると､この失敗について「何が問題だったか」「どうすれば良かったか」を掲示板に書き込むことができます。

［解説］
· インターネットに接続する端末の種類は多岐にわたります。自分の端末には表示できる文字も、他人の端末では表示できない場合があります。

· このような文字を機種依存文字といいます。半角カタカナは機種依存文字なので、一部の機種では読む事が出来なかったのです。

· 他にもローマ数字などは機種依存文字なのでネットワーク上では使わないようにしましょう。
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画面ＮＯ.７

実例に対する

ディスカッション


· インターネット上で情報発信を行う際におこった失敗例について、生徒たちが意見を書き込んだ掲示板を使って､先生と生徒、あるいは生徒同士でディスカッションを行います。

· ［新規作成］をクリックすると、意見の入力域を初期化します。

· ［メッセージ登録］をクリックすると、入力した意見がサーバに登録されます。

· ［リスト更新］をクリックすると、最新のディスカッション状況が表示されます（メッセージ登録時以外、リストは自動的には更新されません）。

［解説］
生徒たちが書き込む掲示板は汎用教材のものです。

学習項目





１．Ｗｅｂページのデザイン方法





先生の指示により、回数を変更





� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





目的　　	  強調、水平線の追加や色調変更などを、作成したＷｅｂページのデザインを変更して、自分の設定したデザインがどのような効果を生み出すかを理解できる。















































� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





Ｗｅｂページのデザイン方法（色の調整）

















� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





� EMBED PBrush  ���





� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���





Ｗｅｂページのデザイン方法


（Ｗｅｂページとして保存）





情報発信のルール


（実例に対するディスカッション）





Ｗｅｂページのデザイン方法


（文字の大きさと強調設定）








情報発信のルール（実例の選択）





情報発信のルール（最初の質問）





Ｗｅｂページのデザイン方法


（文字や画像の位置調整と横線作成）





目的　　	  情報発信を行う際には、有形無形の様々なルールがある。


  ネットワーク上で情報発信を行うときにおこった様々な失敗例を見て、先生や生徒たちにディスカッションを行ってもらい、「何がいけなかったか」「どうすればよいか」を考える。





� EMBED PBrush  ���





２．情報発信のルール








� EMBED Photoshop.Image.5 \s ���
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